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概要

卒業生の就業の現状を把握し，また病院， 診療所に勤務している者の職場環境に対する満足度，およびそれへ

の影靭が考えられる要因について検討する目的で， 1 -15期生を対象に調壺を行った。

有効回答者394人のうち，現在いずれかの機関に勤務している者260人，66.0％であった。そのうち，病院，診

療所に勤務している152人についてみた職場環榜に対する満足度は，私的側画においても公的側面においてもき

わめて低〈 ，私的側面と公的側面を比較すると，公的側面の滴足度の方か有意に低いことが認められた。

次に，職場環境に対する満足度に影押を及ばしている要因についてみると，私的側面での満足度を引き上けて

いる属性として，個人病院に勤務している，勤続年数10年以上，社会的地位か得られるとする職業意識などであ

る。引き下げている屈性として，法人系病院に勤務している，勤続年数4~ 6年，管理職，看護の発展に寄与で

きるとする職業意識などかあけられた。また，公的側面の満足度を引き上げている屈性は勤続年数 l~ 3年で，

引き下げている属性は勤務年数10年以上などであった。

得られた結果は，看護婦の離職行動をおさえる上でのなんらかの示唆となりうるように思われた。

1.はじめに

我が国の看護婦不足は， まさに深刻な現状に

あり，その充足は目下の急務となっている。そ

のためには，有資格者の養成とともに，あとを

絶たない離職者を減らし， また再就職を促すな

どの対策が求められる。川崎医療短期大学第一

看護科，第二看護科では，昭和48年に設置以来

平成 3年度までに1709人の卒業生を送り出し，

全員が看護婦の資格を取得している。その卒業

生の就業状態はどのような実態にあるのか，そ

れを把握することは今後の対策に役立つであろ

うと思われる。

本研究では卒業生の就業の現状と病院，診療

所に勤務している者での職場環境に対する満足

度およびそれへの影響か考えられる要因につい

て調査検討を行った。
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2.方 法

l)調査対象

川崎医療短期大学第一看護科及び第二看護科

の 1期生から15期生 (1973年 4月入学～1987年

4月入学）までの1429人のうち，国外在住者，

死亡者を除き，住所の確認できた1214人を対象

とした。

2) アンケー トの方法

調査表を対象者の住所宛に， 1991年 3月5日

に発送し，無記名で 3月31日までに返送を求め

た。

3)回収率

発送数1214のうち回答が404人(33.3%）あ り，

このうち記入不備の者10人を除く 394人(32.5%)

について結果をみた。

4)統計学的解析

要因の影響についての解析は，数醤化理論第

l類を用いた。

3.結果

1.回答者の背景

回答者394人のうち，現在いずれかの機関に勤

務している者は260人 (66.0%）であ った。その

所属機関は国公立病院58人(22.3%），法人系病

院92人 (35.4%），個人病院35人 (13.5%），保

健所 7人(2.7%），市町村保健センター 8人(3.1

％），教育機関21人(8.1%），その他及び無記入

39人 (15.0%），となっている。

勤続年数別にみると， 1～ 3年65人(25.0%),

4 ~ 6年77人(29.6%),7 -9年61人(23.5%),

10-12年33人(12.7%), 13-15年16人(6.2%),

16-18年 1人 (0.4%），無記入 7人 (2.7%）と

なっている。

職務地位をみると，総婦長 1人 (0.4%），主

任11人 (4.2%），副主任 7人 (2.7%），看護婦

188人 (72.3%），講師 2人 (0.8%），助手 1人

(0.4%），その他及び無記入者50人 (19.2%)

となっている。

査格では保健婦40人 (15.4%），助産婦12人

(4.6%），査護教諭25人（9.6%），看護姉181人

(69.6%），その他 2人(0.8%），となっている。

なお勤務していない134人について資格別人数と

回答者中に占めるその率をみると保健婦19人

(32. 2%），助産婦11人 (47.8%），養護教諭10

人 (28.6%），看護婦93人 (33.9%），その他 1

表 1 項目別にみた職場環境の満足度

項 目 平均値士標i.it偏婆 F検定 満足と答えた者の率（％） 不満足と答えた者の率(%)

同僚スタ ノフとの関係 3 5土1.3 34 9 11 8、

私 給料 2.0土1.1 2 6 50 7 

仕事の責任 3.0士11 14 5 13 8 

的 仕事の安全性 2.2土11 4 6 42.8 
＊ ＊ 

側
仕事の屈 2 2土13 7.9 48 7 

上司からの信穎 3 2土10 18. 4 9.2 

面 他の職種との関係 2 7土12 12.5 26 3 

夜勤労働スケジュール 2 1土13 8.6 54 6 

職場からの学ぴ 2.9土12 15 1 21 1 

公
患者害族へのサーピス 2 4士11 3 3 33 6 

専門知識技術の提供 2 5士12 7 2 31 6 

的 ローテーション計画 2 2土11 2 6 40 8 
＊ ＊ 

側
卒後教育計画 2 1土11 2 6 50 0 

病棟の研修・学習 2 2士11 2.6 42 1 

面 病棟設備 2 0士1.2 4.6 56 6 

究料 ・情報交換 2 0土12 3.9 52.6 

注回答者数 ：152人 ＊ ＊p<0.01 
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人 (33.3%）で，その率に有意の差を認めなか

った。

2．職場環境の満足度

職場環境の満足度の調査には小澤1)らの用いた

項目を参考として，私的側面として 8項目，専

門職業人としての公的側面の 8項目，計16項目

とした （表 l)。

回答は満足，普通，不滴足の 3選択肢のいず

れかとし，それぞれに 5,3, 1点を配して渦

足度得点と した。

対象者は現在いずれかの病院，診療所に勤務

している185人のうち，職場環境の欄足度に関す

る16項目の質問および次項の諸要因の影靭の解

析で取り上げた 5要因全てに回答のあった者と

した。また，職業意識が家族の期待にそうであ

った者は該当者か少ないので除外した。その結

果解析の対象者は152人であった。その背景は，

所厩機関が国公立病院44人(29.0%），法人系病

院82人 (53.9%），個人病院26人 (17.1%），勤

続年数は， 1 ～ 3年44人(28.9%), 4 -6年41

人 (27.0%), 7 -9年40人 (26.3%),10-12 

年19人(12.5%),13-15年 7人(4.6%),16-18 

年 1人 (0.7%），職務地位では総婦長 1人 (0.7

％），主任 9人 (5.9%），副主任 7人 (4.6%),

看護婦135人(88.8%），となっている。査格は，

保健姉 7人 (4.6%），助産婦 3人 (2.0%），養

護教諭 4人 (2.6%），看護婦138人 (90.8%）と

なっている。

l)各項目についてみた満足度および私的側面

と公的側面の総合満足度

表 1は各項目の満足度得点の平均値土標準偏

差および，満足と答えた者と不満足と答えた者

の率を示したものである。私的側面8項目の平

均得点間にも，公的側面 8項目の平均得点間に

も，有意の差が認められた (p<0.01)。滴足度

が普通に当たる3.0点以上の項目は私的側面での

「同僚スタ ッフとの関係」(3.5土l.3)，「上司か

らの信頼」(3.2土1.0)，「仕事の責任」(3.0土l.l)

の3項目だけであった。残りの13項目は不満足

の側にあり ，特に私的側面の 「給料」，「夜勤な

どの労働スケジュール」，公的側面の「病棟の設

備」，「資料 ・情報交換」，「卒後教育計画」の5

項目では不満足と答えた者が50％を越えていた。

なお，公的側面で最も平均値の高いのは「職業

表 2 諾場環境の私的およぴ公的側面の総合満足度

平均値士襟準偏迄 It検定I3.0を越える |3.0未満の者
者の玲<(%) の率（％）

私的 11111，面
総合協足度

公的 IIlli而
総合満足度

2.62土0.65 20 4 67. I 

＊ ＊ 

2.28土0.69 9.2 80.3 

注同答者数 ：152人 ＊ ＊p<0.01 

表 3 要因アイテムとカテ ゴリー

要囚アイテム 力 テ ゴ ＇） 人数

1-1 医叛関係取得沢格 Cl 保健婦．助産婦．従護教治 14 
C2 石渡婦 138 

1-2 所艇機1具I Cl 国公立病院 44 
C2 法人系病院 82 
C3 個人崩院 26 

1-3 勤続・年数 Cl I -3年 44 
C2 4 -6年 41 
C3 7 -9年 40 
C4 10年以上 27 

I-4 戟務地位 CI 管理職 17 
C2 石護婦 135 

1-5 戟Si]}:;哉 CI 新しい知識が得られる 71 
C2 社会的地位が得られる 16 
C3 経済的に楽 56 
C4 祈護の発展に斉与できる ， 

表 4 私的およぴ公的側面の総合満足度と緒要因との偏

相問

外的基禅

要 因 私的側面の 公的側而の

総合満足度 総合満足度

医療I剥係取得森格 0.098 0 061 
(0 21) (0 14) 

所屈機関 0.170 0 085 
(0 28) (0 18) 

勤続年数 0 149 0 178 
(0 27) (0 37) 

職務地位 0.142 0 057 
(0 29) (0.13) 

職業意識 0 227 0 088 
(0 72) (0 21) 

注（ ）内の数字は重み値のレンジを示す

からの学び」(2.9土1.2)であった。

次に私的側面および公的側面の，それぞれ 8

項目の満足度得点の平均値を，私的側面および

公的側面の総合満足度得点として，全員につい

て求めた平均値士標準偏差および総合満足度得

点が普通に当る3.0を越える者と3.0未満の者の

率を求めたものが表2である。その結果公的側

面の得点の方が私的側面の得点よりも有意に低

いといえる (p<0.01)。
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図 1 私的側面の総合満足度に及ぼす諸要因の影響
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図2 公的側面の総合満足度に及ぼ

す諸要因の影蓄

2)私的側面および公的側面の総合満足度に及

ほす諸要因の影響

私的側面および公的側面それぞれの総合満足

度得点を外的基準とし，表 3に示した 5要因の

影咽を数量化理論第 1類によ って解析した。

私的側面，公的側面それぞれの総合満足度得

点と各要因との偏相関係数および重み値のレン

ジは表4に示した。偏相関係数か比較的大きく

(0.1以上），影響が認められると判断した要因

は，私的側面の満足度に対して 4要因，公的側

面の満足度に対して 1要因であった。

図 1, 2はそれらの要因について，各カテゴ

表 5 項目別満足度に及ぼす諸要因の影響

公 的 側 面

要 力 職 鸞専
ロ

［ 靡
病 病 賽

業 門 | 棟 棟 料

テ か 知 テ の 設
ら 塁

識 | 研 備， コ‘ の シ 修
学 ヘ 技 ヨ 画

1) び の 術 ン 学 換

因
サ の 誓 習

1 I 提
ビ 供
ス

I -1 Cl 

゜゜1-2 C3 X 

1-4 Cl X X 

C2 

゜ ゜゜I -5 
C4 X X 

注
o:満足度を引き上げているカテゴリー
x:満足度を引き下けているカテゴリー

リーの重み値を示したものである。

私的側面の満足度への影響要因は，所属機関，

勤続年数，職務地位，職業意識であり，満足度

を特に引き上げている個人の属性として，社会

的地位が得られるとする職業意識，個人の病院

勤務，勤続年数が10年以上などかあげられる。

また反対に，満足度を引き下げている属性とし

て，看護の発展に寄与できるとする職業意識，

管理職勤続年数が4~ 6年などかある。公的

側面の満足度への影響要囚は勤続年数のみであ

った。満足度を引き上げている属性として，勤

続年数 1~ 3年があげられる。また，満足度を

引き下げている属性としては，勤続年数10年以

上があげられる。

次に， 16項目それぞれの満足度得点を外的基

準とし，上記と同様の 5要因の影脚を数量化理

論第 1類によって解析した。その結果，私的側

面の 8項目の満足度については，総合満足度に

ついて得られた結果を補足する結果は得られな

かった。公的側面の 8項目の満足度については，

総合満足度について得られた結果を補足するい

くつかの成績が得られた。表 5はそれを示した

ものであり ，〇印を付したカテゴリーは該当す

る項目の満足度を引き上げている属性であり， X

印を付したカテゴ リーは満足度を引き下げてい

る属性であった。
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4.考察

まず，職場環境に対する満足度に関して，本

研究に用いた16項目でみると，病院で働いてい

る看護婦 ・保険婦 ・助産婦・養護教諭の満足度

は全体に低かった。特に公的側面が私的側面よ

り低〈 ，不満足とする者の率が高い。この点小

澤らの報告と一致した結果であった。項目別に

みると，私的側面で満足度得点の高いものとし

て，同僚スタ ッフの人間関係，上司からの信頼，

仕事の責任があげられるが，それらでも平均得

点は普通に当たる3.0をわずかに上回るにとどま

っている。一方，給料， 夜勤などの労働スケジ

ュールにおいて特に満足度が低いが，それは現

在の人手不足が大きな原因をなしていると思わ

れる。公的側面における満足度が低いのは，質

問が主として自己成長につながる項目である事

からして，専門職業人としての研究，学習など

に対する高い知識欲のあらわれではないかと考

えられる。

次に満足度に及ばす要因の影響について検討

するとい〈つかの知見がみられる。まず，医療

関係取得資格は総合点でみると私的側面，公的

側面のいずれにも大きなかかわりをもたなかっ

たが，項目別にみると，公的側面での専門知識・

技術の提供，卒後教育計画での満足度を引き上

げている属性として，保険婦，助産婦あるいは

養護教諭があげられる。これは職種がより専門

的となるため満足度が引き上げられるこによる

と思われる要因となっている。所属機関別では，

個人病院が私的側面の総合満足度を引き上げる

属性となってい る個人病院では夜勤がな〈 ，労

働スケジュール等比較的自由がき〈 ，などが満

足度を高くしている理由と思われる。公的側面

の総合満足度には大きなかかわりを認めないが，

項目別にみると職業からの学びでの満足度が個

人病院では引き下げられている。設備の不十分

さ，指導者の不在などが理由となっているので

あろう 。勤続年数の私的および公的側面の総合

満足度へのかかわ りをみる と， 1 ～ 3年は公的

側面の満足度を引き上げている。職について間

もない20-24歳の若い年齢層に当たり，専門職

としての看護婦への夢に満ち，職場環境の全て

に興味を持ち，日々が充実しているライフサイ

クルの時期があることか，このような結果につ

ながっているのであろう 。次に 4~ 6年の勤続

年数では私的側面の満足度が引き下げられてい

る。これらの者は25~27歳で，青年期の後半に

当たる。身体的に成熟し，精神的には未熟なが

ら，将来への無限の可能性を夢見る時代で，自

己の人生についても同様に変化を求める時期で

あり，私的側面において満たされない思いが強

いのであろう 。10年以上の勤続年数になると，

私的側面の総合満足度は引き上げられ，反面公

的側面の満足度は引き下げられている。年齢で

は32~37歳であり ，壮年期の初期である。ライ

フサイクル上では根づきと自己拡大の時期であ

り仕事面では指導的立場を占めて，その中軸と

なる。多くのものが育児の負担は峠を越え，私

生活面に多少のゆとりが出はじめていることに

よって，勤務を継続する ことにより ，私的側面

の満足度が高くなると考える。一方この勤続年

数の者では反対に公的側面の総合満足度が低い

のは，専門職業人としての意識や自己実現への

意欲が高まる年代である ことによるのかと思わ

れる。職務地位では管理職で私的側面の総合渦

足度が引き下げられている。責任と仕事の量の

増加，部下からの突き上げ等，職務範嘴の増大

や管理責任等に基づくものとおもわれる。職業

意識では，社会的地位が得られるとする者で私

的側面の総合満足度か高い。一方看護の発展に

寄与できるとする職業意識は，私的側面の総合

満足度を引き下げている。職業意識と公的側面

の総合満足度とのかかわ りは大きくなかったが，

項目別にみると，社会的地位が得られる とする

職業意識は職業からの学び，病棟の研修・学習，

資料 ・情報交換での滴足度を引き上げており ，

一方看護の発展に寄与できるとする職業意識は，

専門知識 ・技術の提供，病棟の研修 ・学習での

満足度を引き下げていた。すなわち，社会的地

位が得られるとする職業意識と看護の発展に寄

与できるとする職業意識とは，私的，公的両側

面の満足度に及ぼす影響において対照的な属性

となっている。 社会的地位が得られるとする職

業意識は現実主義的であ り， 看護の発展に寄与

できるとする職業意識は専門職である ことの意

識が高い理想主義的であると考えられるので，

それが得られたような満足感の違いと関連かあ
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りそうである。この職業意識は，看護教育と大

きな関わりがあるように思われる。今後のより

詳細な追求と相まって教育にいかす必要がある

ものと考える。

離職が我が国の看護婦不足に拍車をかけてい

ることは間違いない。本報でも，卒業生の 3人

に1人が職を離れている実態がみられた。ちな

みに，看護婦の資格取得時点ではほとんどすべ

ての者が就職または進学をする，進学した者は，

そこを卒業後に就職している。離職の理由は本

調査の記述からみると結婚，出産，育児という

のが最も多かった。しかし，職場環境に対する

満足感もその理由として関与していることは否

定できない。

本報で得られた結果は，看護婦の離職行動を

おさえる上でなんらかの示唆となりうるように

思われる。また，離職者の再就職をうなかす上

でいずれの機関にも勤務していないと回答した

134人の内77人 (57.5%）が職場環境の条件によ

り再就職の意志があるとしていることを付記し

ておく 。

最後に本報の問題点として， 回収率が33％に

過ぎない低いものであったことをあげなければ

ならない。しかし，卒業期別に回答率をみると

大きな偏りはなく， また回答者の所属機関別人

数の割合は把握されている卒業生の所属機関別

概数の割合に近いものであった。したかって，

得られた結果に大きな偏りはないであろうと推

測される。

5.おわ りに

医療機関に勤務する看護婦の職場環境は，い

ま大きな転機を迎えようとしているように思わ

れる。与えられる場として，私的，公的に滴足

感にあふれて職務に専念できるような環境であ

ってほしいと頗うものであるが，専門職にふさ

わしい職業意識とそれに伴う実力を身につけた

看護婦でなければ，いかなる職場環境からも満

足感を享受することはかなわないであろう。そ

の育成はわれわれ教貝に負わされた使命であり，

力を尽くさなければならないところである。
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